
スマートフォンを活用した安全操業支援技術の開発実証

水産業革新的技術導入・安全対策推進事業（平成３０年～現在実証試験中）

１ 事業の目的

２ 開発技術及び実証の概要

実施主体：日本無線株式会社

海難事故の約３割を占める小型漁船の海難事故（特に衝突事故、乗揚事故が多い）をなくすことを目
的として、自船周辺の他船位置情報をスマートフォンアプリに表示させることにより、小型漁船の安全
性向上に資する。

平成30年度は根室市、石川県能登町、焼津市
の3地域 30隻で実証試験を実施。

実証試験結果やスマートフォン利用に関する漁
業者へのヒアリングにより、接近警報の有効性
や気象海象情報/定置網/ハザードマップ等提供
情報の必要性を確認。

令和元年度は、漁業者のヒアリング結果等を踏
まえ、以下機能を拡充して実証。
・スマートウォッチ等、警報伝達手段の拡充
・提供機能の拡充（接近警報、地震/津波等）
・小型船舶位置情報の提供機能追加
・船陸間連携機能の追加 等

３ 開発技術の成果・普及

AISの設置が困難な船外機船等も対象として、自船と周辺船舶の位置情報、定置網や事故多発地域の

情報を表示するスマートフォンアプリや、漁業者に確実に情報提供する手段等の開発実証を行う。

アプリ画面の事例

風向・風速情報自船/他船相対位置

令和元年度の拡充実施内容

項目 内容

船舶位置情報 スマートフォンのGPS機能をもとにした自船位置及び
システムで収集された周辺船舶の位置情報を提供

警報通知 ①自船位置からの指定距離以内に船舶が接近した際の
警告画面及び警報音による通知
②航行禁止区域、事故多発地域の通知

気象海象情報 気象海象情報（波高、波向、風向風速、雨量）の提供

安全安心情報 ①定置網位置表示
②事故発生地点表示

実証試験時スマートフォンに通知される情報
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